
対敵朝顔 L糾 I･コ , Ckiij, C,ba由7つL-･つ いて
-沖縄 一 ･色素療虎芳書のJbi一

名鼻息三藤

ま.娃 tc:わ ーこ

こ こ1:･切 断 牽粥 t-も､うのは , ｢畠 を 鎗 一路 £刃物など'!･･ユ
つC?軍 師 く雛 す よ･･')にす み｣ とい う愚昧蹄観 音崩 弓･5葡萄 の

こ tである｡ この ような勅 書司i三拝 . T=･とえば.丸車力最であ

約･g (弓･bJ i Tけ ず 奄｣ , TfCつ J . ｢雪 で.む j -- な ど

の動詞 が席鹿 する｡

老境辞 展 着息 に lS. 研 蹄廟喝 ,'こ こ6,Jh･3 ･i鼻tj為さJ 川音:1
屯!?;Iる e , EbatS'''3竜骨 く矛, (.5･i･･tS･i:･3 尽す']+).7卓 )) i

こ妄J-;tとも･(3 怠け ずふ 矛 . Ekid干a乃 川 うで.杏 ,? , こn如 Z･..lコ
宅な でを･･i･な YFの軸 ia.台場 られ る が . t の ･':)ち. しろ:) .!コ,
Lkif･コ , 拍 ats.･･コ頚卓論 拝 . 各 藩増 徴 Llfかな iI槻 1 分 ･)･

いずれ 与 馬卓B一方 を t･訳 怒る東 や あ る 占 fこと え 耳 式奴 ･&,,･nる汐
●

.の客 車で 経.

◎ ta･718a Su●'t

◎ 七句Tt等-.,i kT:
◎ tarTlau' i･j示 st.L

の よ ･)…･t泉諦 'e･も 笥Tam ･7rt包･t.TCa･1.であ タ､ ･&塊 が 可 能 やあ ･it.

当寺号 5日8･S,9.,'･･卵 _Ljや､らずれ ば`LSLii3 , 亡k;:コ . iba-
モーatt･ji.IL. 1日ri.A-1I,i･1t5OTu･Ci利 島 倉 ,'rt.;T'.八女肇 Jも 55,'.～･紬 !̂ 《
付 く 矛い由綾 )に覇Jfu･する軒 こ妄てら克終 決食 味常 軌 が t,=tg)

,i:う .1,-単 な る 的+,1線弱も冬す る｡

こ こで 挿.,Sもわ甥 新潮iSld.p･Yや､ち.も ィ tも食客 碑 銘 ･群
緒 亀 して t̂ る EsLも7コぅ C･恒 ･.3㌦ Lb.qt3(.･･'コ oii=-1･5･&'紬 恋

し , 残与′しらの尊卑錦織 についJi.考察 し汚- ,･

/5TS
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2.亡Suiコ , ⊂ki:コ . 〔batsTコの宙攻

ミ て ､ il]る 対 象紬 が r板 J の碕 食 (i. っ 41 の よ り r-三 吉舌 こ

も枚 珂 可能で 5)5･.食味もほ t･ん t:'rGIL;'ヒ賂わ･hる.

('t)氏の こせ●')で根 号切 る矛

◎ ri!.lkudZF̀'･. 与l'.･ taれau Sul
◎ TILJkud乙-;I.冒.1''l tanaLA ki;
③ ¶ukLIdZ･t.: qT･. tdTlau batsT

え 貧 o)しか も子 らTJ対 も飴 色 CTTゐ軌 ては ､･これ ら三譜 の食.痩

嫡 敵 を弁別 1る卑泉 け 明確 で は 11J い 4 そ こJt･･･ ます㌦ 三誰 が

84,の泡か ら,ヒlのようTL対 象物 J二線 用 1 1h み の か 5.3+j･tこと'に
す み｡

(l'L)《登 乞 朔 る ))

⑳ akau SLt･I

③ xahau k'l'.

① xakau baじS'.'
虫盲11で IIS｢St:J の3ナな ら ㌻.対 象珊 t7く｢駿 J の場 合 も エ

5LA',コ し屯 削 る 3 1て夷 毎 号 ･I;鍾)I)'('伺 ･̂ ら九 ､t互 の 礎 の誰 は

催 掃 て 卜rsい｡ この喝 令 ､ T.sLい ' 3 i3▲カ サ L も r監 i E剃 る

ようl二女メLllJ ドす み こと邑食 塊 LrstJl.朝も メiト7て挽 く し啓
え･bLい う食 嫁 である,Li]鰭 (･=も r暦 限 lS簸 て す,i:Iて - J (

二 へ 紘 ), rわ泉/&留 ｣ (･gr緩 々 鏡 )の 3 ,1) i二､ 登 .&メー7Jb の●

lこl･射 ろ ｣ 力t･:掃い られ,b例 lまあ ･)､別 l二･三､しき･T3阜･7:･挿 rs v･.

O､;)札 束 の収もtnる 1).

① k･.･･ nu Judau Su'･

･a x k･,･･ llu Juddu ki･･

① スkl･･ flu JUdaLI batS･:

枝 豆tIT為 際 .絹 将 する 直 展 が r線 ｣ , r儲.i , rttんて､I
JiiTミ ｣ cl小す れ でQ)71うtb.部J詞 LSLt;コ が 用小られ_

ttの佃 の朝 絹 は収 用 され Ts叫 .
√
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(lV)&あや ir て15も ',7373 》

Qbappat･･ uJLAbJu'･ Sui
◎ xbappa'.･･ しリUbju'l ki･･

③ xbappai'･ し-J-ubJu'･ batS●J'
対 象地 が r舶 ｣g)鳩令 にも.旬 言SlESu･Lユ 加 点 - T,机 ･. 泉

ゑ 方言 な どの r削 る ｣ い さ末甘食頑､豆乳 lこする｡

I.;;)～ (〟)o)伺.叩ち勧飼 LSuiコ が像 掃与れ る桝 でlよ.?･i駄

徹 に r登｣ , ｢破 ｣, r指 ｣ な どが Plい られ これ ら三 つ の

対 象･'Iljiこ-Fi且な灘 罷 .t の沖各 は , ･',象 t̂ もの )か ある ･J､措 く
ある蘇 一路 '･,君恩 単 身 ) と･､う 三1 0'こ し如 ,% え られ 73｡ し

か し ､('t)の刷 のよう卜=対 象物 やてキ ちな r級 ｣ のIB,食 に も 亡SLt･

i〕 け挨 ･.荊･!h ろ紙 だ'か ら､ く鼻 ､､も の ) と- う対 象51,1の絹
政 と動 詞 〔5u'Jコ ヒiよ遭席J二は 醍 像 し な い t.I.､え 73｡ 絶 っ1､

卵 銅 〔SLti〕.1で取 ,)絹 73対 i･鈎 の34/魔 上 の特級 は､ くaiろ紘

一藤 のくう息%lp'赤 〉 とい う こ い てな るぅ畔ち･ r象 ｣ ,r渇 d
な どLi人 体 な､､し1-f線で5･I'L:絹 風 す る%'!林で あ /). r根 ｣ .E3
軒 で ら曾 汀､i･4･.乞Tc車1風申分 L湾 丸 る こ ',～hti'可 能 で あ る . この ･

I.七 '.まっ キ●の朝か ら して も咽 ら伊 で あ る .

LV)《耳 も '-77JJ鶏 とす さ

① TnT.n･nu SurI': utaSl一

⑳ ,i m;Tl¶ u i.-.TiI. LJtaS T
◎ 八 ･nlTTl･n･Jt bakil..:Ltt巧Sl)'

(Vi)《ネ由 もt/1って.捨 て ろ 》

O Sudu･Ll･･ SJr;･･ lJ･J･･

@ /su恒 : krri'･ ll'･.･
◎ xsLLdju･･ b帥 i'･ lli:
cvi)の r袖 j Zさ､ く息 い も の ) ヒ発 iJろ こと は Ta･.モ て も.(>)

の r耳 J 挿 そ う t ･)-3秀 i.らJJLな い /lこれ ら t'､々 挿 ()､ 人体

あ る い ｡額 の付 属 軍 令 上′号や 3,ヤ ヅfJ t:th付 J%年 分 ヒ それ

'j'
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守れ鮎観 てh る. 奴 に.ilj断郡司〔Su'Lコ の奴 t)鴫 ろ対 象舅,)
は ､ (･あ る紘 一侭 Q)付 属朝命 ) とい う弱 敵 左I,kiiす る もの とえ

裁 て そ る｡ I左目こ.､人体 の車 ts的畢/bLL賂 L,巨ゐ腹 の ら ｢こ')を
争約 ･な●どで川 も削 こ13勧飼 〔satsyコ 《敷 く夢が錦 ･･､ら折 (

su;.]Iま線 輪 ミ h-lgV､｡ まT--.人 の 本 格 Q)部分 ヒ思i昌,L為等争

え細 醗々 L:.･は軸盲司Lbat5-(-コ《Jh く )5g 均 ､､､何 t;く LSu-Lコ

も碓 飼す み こt は な ･･l ｡

乍 らLこ､助詞 亡SL,Iiコ に っ ､､て 注 持 す ぺ ミ ニ ヒtよ. い わゆ

る くあ る統 一イふ･･/)/;上尾部 分 ) と要.食 r-くiJ(のふ 徳 か :,･飴 す よ

FJHこす ろ ) と い う点1=食 蝕 が あ る ヒ- う こ とで あ 為 . 二の息
紘 ,和 動働 鯛 亡Su･tコ の もっ と も愛車奴 寸 ′くそ禽q裏 年教 え狙

う申 分 と.～:L丸み a 射 ち､ こ Q)島 は緩 速 するt./1g･:(･?.a-3･57日くi･･〕

IitlJ七分が 心で Lもく鮎 寸C･rう L二号 /3) と､･う禽ヰ粥敏 rL/Tq

Lr1 ､､二t t冶 糾 的 で3)鳥 か ら-(･Lあ 毎｡ 軌珂 〔sLliJ は ､二対

象瑚 r･努｣ , ･(赦 ｣, ｢稲 ｣ , t'-Jf･｣ , (一紬 ｣ のいす 卜,h碩
食 ･でも､ く箕 の本体 か ら触 耳 よ.'･Jiこす;i/)1_ヒt'-宣教 が 5)礼

二L71ことくま ､ ･Tlと え t&.-LS三.1月 lJLSLIlj 亀t･Dっ ｢･.･.断 面 かヒ､､,)

こい まあ っ て も 亡Su卜¶､a･･｣も七7】LJ自》 とは ･､i･,rc'.･､こ しや､
'らち柁 静 ま巨 ふ .

仏上の阜餐い り11斬勅封 CSuiコの食一身碑 徴 E,Jk7.熟 考 hflt

一応.一)智､q)よ う t:.なる ｡
LSuTJ ･.くあゐ#L.-′路 の付/私邸 分 f_､ 1'巨7).SJ揉.か ら離

す よ うにする こと〉

ここで い ,) く8)為絶 -･体 ) い よ. t･ちr7[･.JくjJ的 rt･･,,17鞘 で

うみ3;)1Jもo))で あ ク､令息娘 は対 象物 JこrJ:/)緒 rJ:-｡

つ jriLlこ､動詞 Cki･･コが t1-0)ようTs予rjで鳥｡対 象的 も恥 ろ 'J)

可､もみろ こヒf-1寸7g｡

('vif)&十1つで軌 も･E･Jlろ 》

0 1'･･･3LJ 号;･' jくabI･･J u SU才
∫

/Sq



▲ヽ-

●l

ー
ttノ
ーU入

⑳

◎

'･31) 引 '･ kab't'･Ju lく't:
ud
J■■ 与't.･kabi'･ju bats'･'

CV.･T･)41布 をハ サ ミで印 ろ 3)

① Tlu¶Ll･･ has的 Si･･ SLJ'L

⑳ ･nu¶U･･ hqS的 S't: 恒t.･･
㊤ x･nullU ･･ haSa′q 与一･. bats'I'

こ 0)二･例･LS､ 細 る1..･･J私的 が r 執 ｣ と ｢布 J q)叫でち ろが .

これド 持. LSu了コ t Lki･.コ 0)ニつ の動 詞 が絶 絹 でれ為.

このうち.前 者 は TIiIの ようIくく柑 鹿 的部分 ) の Bを Aや､ら

･Jl･)*_す%･埠 である こと.は前言乙｡女鹿 か ら各 号'･/･i･;?_解 ･!いる..

A
｢

固 L

こ粧 ･ニ如 し.後 頭 は Aの く射 本9)卑餅 〉仁淀 .A-･糾 まら われろ｡

.jitして･ ここで注 目rhな のは､ ｢純 ｣ , r卑｣な どo)対 象
物 招 くJQJる一 旦 の 面 ) t冶っ t.い うこ とで 5)ろ g

(iX)lL7rラ ス 切 り で が ラ ス 星 1,1/aカ

の x371raS'F'k汀 i Gi; ヨaTaSSu Sui

⑤ 3araS'ILkTTi G7-･ 38raSSu kl･･

⑳ x3aT-aS'rkiTi ql･･ ヨaTaSS'J. bats'J-
●

(メ)《匂､ft,仰 /jで か L,の 鼠 をタカろ 矛

の xkaljkTTi 号'': ka¶ 71u futqu slji
⑳ 1<a帥 iT･t9･.: k司'n ¶U futau k;:
⑳ xkaでlくけi 9日･ karlTlu iutaL/ batsLl一

前言乙0)とお り勧'balLS'J iコE3く朋 勿や却断 で 奇 々 ような もo)〉

しか対 象物 ド取 れ14･̂が ､ 亡国 ･.jの青Laがラ久々食J%救 Jこ∫
も線 蹄で 寺岡,:Aがみ V､｡そ して. ここで示 した rqLラスJや

｢かL･の乳J に して も r軌 I jや ｢,T)J TJビ 't.L司ljようJ二､や
/j'
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は い 一 色o)由 邑満 って t̂ 為｡史 は.葡 萄 亡k･t･.コ は (教 ｣

やr駈lのようlこくある一丸 Q)面 )も碑TITJ:-対 象物 0)塙合
t二は､T--ヒーi,そ れが く付属部 分 〉で Tiく1 も凪 丸な -のみ rL

らす .切 るこ し負体 わく小可略であ 々 ヒ ･̂ う こt.であ る｡つ ま

り､朝 鞠 Lk･t･･コ が 飽 k.で対 象物 に くめる一丸 の面 〉･&皐求

す る こLは､対 象物 急 く級 の方向 〉ド卯 る こt.邑息 卑 しな ･V､

ゝ- うこじでtあ 7,う｡ 巧の乱t二､勧 珂 亡su.t〕 は対 象物 もく

碑 の青海=こ切 kLな い〉 tい う毎徽 (featuTeつ 五番 すfaLい

えよう｡存じえば. r'敏JQ)ようIくく細 長 ･̂>対 象勤 怠効 る
終 には _､感 2のよ うlこく観 の索細 〉 -=しか細 る こ とはで ミ lJ

い4

亡二二二二二~ -- ●i

t夏】2.均 して､ この場 合 ､動詞 LSu iコ4ヾ 何 " らk. Lk一･

･コ'は根嘱ミhTS vt｡ この こ と は､ Ckl･.コが形絶上 lま対

象物 ド くあ為 一定,J)面 〉息ゆ 息 ヒ し. 小わV･>急 く纏 の奇 向 〉へ･{j

llる ことも俸糾 ヒJq為 ヒ●･̂ う こい こな 為. よT･:.朝 粥 【恒 ･.コ
Ii. LSulコ の ようlて̀斡すlLも対 象物 ･Lく紘 止る よう iこ1

Jb >い ､う絹 歓 も碑 f-Jsい し､l払寸■Lも対 象物 Q)象 なが ら

泉南 まで逢す ゐ ようTs況 三で･&JIろ こt.も頑卑 ヒ Lrs .･̂ . !そhE
a. くあ る鳳 副的 な117h ∂〉 邑封 %_佃 I･=つ くる LL v､})埼飲 のみ

星萌 す731こす で

Ti･叫｡tころ で､幽･L{･･牙-ミれ'T-_対 象物 ul r･奴｣J3人仏 や
穐 t7)くイ卑属部 分 )い ､う専泉 は JAわれ て-為が .代れ tJJも

か勺､わ らず融飼 L●suiコが収 用 1れゐ のは . く何 番的部 分

〉と- う粥艶 は CSUiコl-1t･つては子状的琴束 であ L)､命 く ま

で も-;K的尊貴 tまく縦 .の方 向 )に切 る い ､う ことを

食 味 1 為.IJお . r駿｣のような く細長 ､､〉有往 した ｢覇
か J が対 象物 の碑 ､Ii)2_QlS うlこく級 の台fpl)へ川 為に して も､つ で

の√



(xi)もヾ ンチTt.ノ餌食 を1刀為 を

Q x-pe叫了.Gi･･ haT19叩 リ･･ 5u-
㊨.●

ePX①
t-
Il

d
ノ
J
P
¶
Ⅵ

97‥ りa'riうa71u: Iく'I:

与り･ haTiヨ叩 u‥ bat57
TJt.'の桝 の よ うlこ軸綿 Lki･･コ.力で伺 ､1られ る . こhIILki:コ
が く級 の方向 〉へ卯 か 碑 I,-t･LfIい ちいろ とい う こtTt.IifJく､

対 象紬 が く食 鳳 ) r･:か らで aT.為 .

こ こ で ､i.L上述 ヾ r-.ことか (,ブ刀蔚r軸 竜91亡5LJiコ と【ki:つ

の亀頭碑歓 と鼓せ ば .'1 ざの とおり -.tI為 ｡

亡5u'tl ･･く ある統 一路 の相席 部 分 な ど t,_､ 巧 の本 体 O､

ら絶 1ようl･-t･牡卜綿 即 的 TJ断 敵 を つ くろ こ と 〉
亡ki･･つ : く あ 為銀.⊥ 僻 の 鞄 に薇 の 香 南 へ 規 則 的 lJ川 中

Tilと っ く ろ.こ と〉

ミ.て .つ で t二川 鞠刺 繍 F.batS･･.I] 0?食 頑 綿 舷 t:っいて 述ヾ

あ ｡

乗 tl､ こい を7.の 例 文●巾､ら L骨 か ろ よ う I二､軸 碑 LbatS･.LコI

liく木 賃 ) の対 象紬 l･-し.匂､橡 輔 でh lJい . 前 紀 くりの対 象 細 r

碑 J とす旬ろ碑 や . 1 ぎの よ う 11対 象紬 TLど J'-均 い ろ ｡
(xii)冬木 の 幹 と和 っ て T･-3Ti寸 分

O xki: 71u Jmutu･. suTi･. tauST

◎ xk't: 77U .mutu'･ k-1Ti tauS一一

◎ E<'I:Tlu 仰utu: bakl; tZlu57
までL.① のえ Jl.rネ C)触 J が く付 属 的 ) 7.Ts-､こ い てよ lJ

拘 - i,いす't.@ O,女 tlく紙 の者 向 〉l二叩 いlJい こ と一再象何 1

.hllい｡

軸 餌 LbatS･t'コ で官 尊 ILこ t_Il､対 象紬 を く二分 寸 々 よ う

Jこす る 〉ヒ､､う曳 tI.食 餌 が flか t,tろ こと7･tあ 希｡ このあ て･･(.i
働 覇 ESuiつ とイt･Lて い ろ . て らt,.､泣 Elす ･1･そ こ t.I舌T奴 J

tJど と く 三 分 寸 々 S うlこ1 ろ 〉除 Ⅰ,-拝 ､ く 木 Fllこ&.って≠旺fr.
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ニ.Jhす る 〉 と､､う こ ヒT･あ る｡ 咋 して ..く泉 Ej)に繊 tt･.T,,/.
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